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　表題の言葉は、４月の始業式での児童代表の
言葉です。この言葉を聞いた私の心の中はとい
うと、「嬉しい」ではなく「困った」というもので
した。平成27年度からJRCに全校加盟をして、
その９月に「Ｖ・Ｓ茂木っ子チーム」を立ち上げ
ました。まだ、Ｖ・Ｓ活動が根づいていない本校
で、核となる児童の組織がほしかったからです。
　校長直轄の組織なので、校長の思いをスト
レートに児童に伝え、すぐに実行に移せるあり
がたい組織です。しかし、いつまでも校長直轄
にしているわけにもいかず、JRC担当の職員と
相談して、その年度からはチームの活動内容を
委員会活動として行うことに決めていたので
す。「どうしよう」私と担当職員は顔を見合わせ
ました。　　　
　結局、子どもたちの思いを優先して、チーム
を立ち上げることにしました。現在、18名で
活動しています。
　JRC活動を学校教育に取り入れるには、さま
ざまな方法があると思います。前述のチームの
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ような組織（委員会活動も含む）を核として取
り組んでいる学校も多いと思います。また、本
校では、現在取り組んでいる行事や活動をJRC
の視点で「価値付け」して継続しています。歓迎
遠足や共遊の時間は、まず身近な友だちと仲良
くなることをめざして「国際理解・親善」にと
いった具合に。
　つまり、「国際理解・親善」に行き着くには、
人権尊重の精神→自国文化理解→他国文化理
解→相互理解→国際協調などの段階があり、そ
の前に身近な友だちと仲良くできない人が他
国の人と仲良くできるわけがなく、身近な友だ
ちとの交流がまず大切であることを伝えたい
のです。さらに、「気づき、考え、実行する」児童
を育てることで、実は学力向上もねらっている
のです。教師と子どもたちの思いを取り入れな
がら、JRC活動を「価値ある学校教育活動」にし
ていきたいと思っています。そんな学校をめざ
しています。　　　

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
取
り
組
み

お
す
す
め
の
観
光
名
所

×

※V・S：ボランタリー・サービス（Voluntary 
Service）の略。ボランタリー・サービスとは、誰か
ら命じられることもなく、相手の立場に立って必要
なことを自らから進んで行う奉仕活動のことです。
青少年赤十字ではこれを V・S活動と呼んでいます。
子どもたちが自ら問題を発見し、その解決策を考え
実行するプロセスの中で、自発性や協調性、体系的
な考え方を育みます。

「Ｖ・Ｓ茂木っ子チームに
入るのが楽しみです！」 青少年赤十字全国指導者協議会

TOP MESSAGE

会長 田川　雅裕
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子
ど
も
た
ち
が
活
動
の
中
心
と
な
る
1
円
玉
募
金

　

青
少
年
赤
十
字
で
は
︑平
成
16
年
か
ら﹁
子
ど
も
た
ち

が
自
分
た
ち
の
お
小
遣
い
の
中
か
ら
出
せ
る
金
額
で
奉

仕
を
し
よ
う
﹂と
い
う
目
的
で
︑﹁
青
少
年
赤
十
字
活
動
資

金︵
通
称﹃
1
円
玉
募
金
﹄︶﹂を
活
用
し
た
支
援
事
業
を
開

始
し
ま
し
た
︒

　

世
界
で
苦
し
ん
で
い
る
同
世
代
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
︑日
ご
ろ
の
お
小
遣
い
を
倹
約
し
て
募
金
活
動
に
参
加

す
る
こ
と
に
よ
っ
て﹁
奉
仕
﹂の
心
を
学
び
︑そ
の
国
の
文

化
や
生
活
に
関
心
を
持
ち
︑自
ら
調
べ
る
こ
と
で﹁
国
際
理

解
・
親
善
﹂を
深
め
ま
す
︒
1
円
玉
募
金
の
特
徴
は
︑そ
の

国
の
学
校
の
先
生
や
地
域
住
民
︑行
政
等
が
一
緒
に
な
っ

て
募
金
の
使
い
道
を
考
え
︑そ
の
国
が
本
当
に
必
要
な
形

で
活
用
し
て
も
ら
え
る
点
で
す
︒

　

平
成
27
年
12
月
に
︑こ
れ
ま
で
12
年
に
わ
た
る
支
援︵
対

象
国
は
モ
ン
ゴ
ル
︑ネ
パ
ー
ル
︑バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
︶が
終

了
し
︑平
成
29
年
4
月
か
ら
︑新
た
に
ネ
パ
ー
ル
︑バ
ヌ
ア

ツ
に
対
す
る
支
援﹁
青
少
年
赤
十
字
海
外
支
援
事
業
﹂が
始

ま
り
ま
す
︒
事
業
の
目
的
や
成
果
を
よ
り
明
確
に
す
る
た

め
︑﹁
防
災
・
災
害
対
応
﹂﹁
衛
生
﹂と
い
う
︑日
本
赤
十
字
社

の
持
つ
知
見
と
経
験
が
活
か
せ
る
分
野
に
活
動
を
絞
り
ま

し
た
︒
こ
れ
ま
で
の
支
援
活
動
同
様
︑青
少
年
赤
十
字
海
外

支
援
事
業
は
学
校
教
育
を
通
じ
た
支
援
と
な
り
ま
す
の
で
︑

子
ど
も
た
ち
が
活
動
の
中
心
に
な
り
︑主
体
的
な
担
い
手

と
し
て
事
業
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒
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特集 1　1 円玉募金を活用した支援事業が生まれ変わります

　

ネ
パ
ー
ル
は
︑ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
を
有
す
る
平
地
の
少
な

い
山
岳
の
国
で
す
︒
そ
の
た
め
︑上
下
水
道
な
ど
の
整
備
が

遅
れ
て
お
り
︑と
く
に
山
岳
部
の
村
々
で
は
衛
生
状
態
が

十
分
と
は
言
え
な
い
状
況
で
す
︒
不
衛
生
な
環
境
の
中
で

下
痢
症
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
︑5
歳
未
満
児
の
死

亡
に
つ
な
が
る
一
因
と
も
な
っ
て
お
り
︑ま
ず
ト
イ
レ
や

水
道
設
備
の
整
備
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

　

バ
ヌ
ア
ツ
は
︑南
太
平
洋
に
浮
か
ぶ
83
の
島
か
ら
な
る
独

立
国
︒
環
太
平
洋
火
山
帯
の
中
心
に
あ
る
た
め
︑火
山
や
噴

火
な
ど
の
災
害
が
起
き
や
す
く
︑ま
た
︑平
成
27
年
は﹁
サ
イ

ク
ロ
ン
・
パ
ム
﹂と
い
う
巨
大
な
サ
イ
ク
ロ
ン
が
襲
い
ま
し

た
︒
災
害
が
頻
発
す
る
中
︑子
ど
も
た
ち
に
も
自
分
の
命
を

守
る
知
識
を
教
え
る
必
要
が
出
て
き
て
い
ま
す
︒

1
円
玉
募
金
に
取
り
組
む
学
校
の
紹
介

　

ネ
パ
ー
ル
︑バ
ヌ
ア
ツ
に
対
す
る
支
援
の
大
切
な
資
金

と
な
る﹁
1
円
玉
募
金
﹂︒
こ
こ
か
ら
は
東
京
・
埼
玉
の
2

つ
の
小
学
校
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
︒

　

9
0
0
名
以
上
の
児
童
が
通
う
世
田
谷
区
立
山
野
小
学

校
︒
海
外
の
子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る
活
動
を
学
校
全
体

で
進
め
る
た
め
︑平
成
28
年
か
ら
青
少
年
赤
十
字
に
参
加

し
ま
し
た
︒

　

川
越
市
立
川
越
小
学
校
は
︑旧
川
越
藩
が
開
い
た
塾
を

基
と
す
る
伝
統
校
︒
ま
た
︑J
R
C
加
盟
の
歴
史
も
長
く
︑

﹁
1
円
玉
募
金
﹂の
活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
ま
す
︒

同校では 5 ～ 6 年生の JRC 委員会の児童たちが「1 円玉募金」
を担当。月に一度、始業前に 1 年〜6 年生全ての教室をま
わって募金を集め、責任を持って集計しています。小池校長
と JRC 委員会の児童 2 名にお話をうかがいました。

同校では2016年12月9日から13日の間、国際理解委員会の
児童が中心となり募金活動を実施。それに先立ち、12月8日
に朝の会で全校児童に向けて募金の呼びかけを行いました。
菊地先生とJRC委員会の児童2名にお話をうかがいました。

1円玉募金のゆくえ（ネパール）

ネパール赤十字社を通じて、子どもたちが衛
生的な行動を身に付ける知識と技術を得、家
庭やコミュニティに普及することをめざし
た支援を実施します。

先生、生徒に対する
水と衛生プログラム研修を
実施（子どもから地域へ）

性別や年齢、障害に配慮した
トイレや手洗い場の整備

水に起因する感染症に関する
ミーティングを実施　

バヌアツ赤十字社が、バヌアツの教育省との
協定を結び、公的に学校における災害リスク
の軽減や防災の正しい知識を得る環境を整備
すること等を目的とした支援を行います。

小学校のカリキュラムに
防災減災ツールを組み込む

対象校の先生、生徒が基本的
な救急法を受講する　

世田谷区立山野小学校

菊地 朋子先生
「1円玉募金」への参加は今回が初めてです。今

年から立ち上がった国際理解委員会の取り組
みの一環として行うのですが、「国際理解・国
際協力」の方法として子どもたちから意見が
挙がったのが募金活動でした。とくに「1円玉
募金」は、その対象や国の状況等が目に見えて
分かりやすく、また1円玉ということで身近に
行える国際協力であることが良いですね。

古性 大和さん（6 年）
「1 円玉募金」を通して、災害などで苦しんで

いる子がいるということを全校児童に知ら
せたいと考えています。

相原 茉南さん（6 年）
驚いたのは、日本では考えられないけれど、
衛生環境が整っていないことで病気になる
子どもたちがいるということです。そうした
人たちのお役にたてればいいと思います。

小池 幸 校長
長年にわたり「1 円玉募金」を続けている本
校では、熊本地震や地元・川越の菓子屋横
丁の火事があった際も、独自に募金活動を
実施しました。皆が幸せに暮らせる社会を
つくるために自分に何ができるか……。
募金という行為は子どもたち一人ひとり
が考えるきっかけとなっているようです。

JRC 委員会委員長　
有村 華奈さん（6 年）

「1円玉募金」をやっていていちばんうれしい
のは、下級生のみんなが困っている人のため
に積極的に募金に協力してくれることです。

JRC 委員会副委員長　
横田 弥瑛さん（6 年）

募金を通して今まで知らなかったネパール
やバヌアツという国についてもっと知りた
くなりました。

1
円
玉
募
金
を
活
用
し
た
支
援
事
業
が

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

支援事業
―

青
少
年
赤
十
字
海
外
支
援
事
業―

人口：26万人 
首都：ポートビラ　

バヌアツ共和国

■ 国際理解のために募金活動を開始■ JRC委員会の児童が中心に活動

川越市立川越小学校

インド

日本中国

1円玉募金のゆくえ（バヌアツ）

ネパール

バ
ヌ
ア
ツ

世
田
谷
区
立
山
野
小
学
校

川
越
市
立
川
越
小
学
校

ネ
パ
ー
ル

ユースボランティアを育成
し、各地区で防災減災の研
修を実施　他

地域支援

環境改善

環境改善

啓発・教育

防災への取り組み

人口：2,649万人 
首都：カトマンズ　

ネパール

1
円
玉
募
金
を
使
っ
た
海
外
へ
の
支
援
事
業
は
︑

今
年
か
ら
対
象
国
等
が
変
わ
り
︑新
た
な
形
で
再

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
︒
ネ
パ
ー
ル
︑バ
ヌ
ア
ツ
を
対
象

と
し
た
支
援
事
業
の
概
要
と
︑1
円
玉
募
金
を
実

施
す
る
小
学
校
の
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
︒

※

1
円
玉
募
金
の
開
始
は
昭
和
34
年
で
す
︒
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﹁
平
成
28
年
度
青
少
年
赤
十
字
国
際
交

流
集
会
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〟︵
以
下
︑国
際
交

流
集
会
︶﹂は
︑ア
ジ
ア
・
大
洋
州
地
域
内

の
21
の
国
・
地
域
か
ら
来
日
し
た
若
者

と
日
本
の
高
校
生
と
の
相
互
理
解
と
親

善
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

国
際
交
流
集
会
に
は
︑日
本
各
地
の
高

校
生
と
ア
ジ
ア
・
大
洋
州
の
若
者︵
海
外

メ
ン
バ
ー
︶た
ち
が
集
ま
り
︑8
人
前
後

の
グ
ル
ー
プ︵
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
︶に
分
か

れ
て
︑各
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
す
︒

防
災
先
進
国
・
日
本
で
学
ぶ

﹁
防
災
教
育
﹂

　

通
算
30
回
目
を
迎
え
た
今
回
の
テ
ー

マ
は﹁
防
災
教
育
﹂で
し
た
︒
ア
ジ
ア
・
大

洋
州
で
は
台
風︵
タ
イ
フ
ー
ン
︶や
洪
水

を
は
じ
め
︑日
本
と
同
じ
く
地
震
や
津
波

と
い
っ
た
自
然
災
害
に
よ
っ
て
大
き
な

被
害
を
受
け
て
い
る
地
域
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
︒
さ
ら
に
太
平
洋
の
島
々
に
お

け
る
深
刻
な
海
面
上
昇
の
危
機
な
ど
︑気

候
風
土
や
地
域
な
ら
で
は
の
自
然
災
害

も
あ
り
ま
す
︒

　

来
日
し
た
海
外
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
防

災
先
進
国
で
あ
る
日
本
で
の
経
験
を
通

じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
知
識
を
習
得
し
︑

自
分
の
国
や
学
校
に
そ
の
成
果
を
伝
え

て
い
く
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
︒
ま

ず
︑10
月
末
に
来
日
し
て
日
本
全
国
の
支

部
を
訪
問
し
︑ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
︒

11
月
３
日
よ
り
日
本
の
高
校
生
と
合
流

し
て
︑3
泊
４
日
の
日
程
で
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
ご
と
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
︑デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
︑そ
の
成
果
を
全
員

の
前
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し

た
︒

　

初
め
て
来
日
す
る
若
者
が
ほ
と
ん
ど

で
し
た
が
︑閉
会
式
が
近
づ
く
頃
に
な
る

Paula Lolo 
TUITUPOU さん

トンガ

2016 年 11 月３〜６日、日本赤十字社は、
東京・国立オリンピック記念青少年総合センターで

「平成 28 年度青少年赤十字国際交流集会“Tokyo 2016”
（後援：文部科学省）」を開催しました。

　　　なる文化で育ってきた者同士が、
　　　英語を使って、時にはジェス
チャーを交えて、お互いの意見を交わす
ことはほんとうに楽しく有意義な経験で
した。毎日のプログラムで学んだことは、
毎晩必ず寝る前にノートにまとめてから
寝るようにしていました。私は将来、小さ
い子どもたちを教える教員をめざしてい
ますが、このノートをベースにトンガの
子どもたちに災害に対する正しい知識と
対処法を伝えてあげたいと思っています。

Farhana 
HAIDER MIN さん

バングラデシュ

　　　際交流集会は、自分が英語でどれ
　　　だけコミュニケーションできるか
を試す大きなチャンス。宿舎も海外の学
生たちと同室で、存分に英語でのコミュ
ニケーションを楽しみました。また、海外
の学生たちの積極性にも大きな刺激を受
けました。日本人にくらべて好奇心旺盛
で、自分たちの国のことや意見を堂々と
話す彼らの姿を見ていると、いつか自分
も海外で堂々と日本文化を発信できるよ
うな人になりたいと心から思いました。

　　　の国バングラデシュは、サイクロ
　　　ンや洪水被害など、頻繁に自然災
害に悩まされており、そのたびに日本政
府や日本赤十字社が手をさしのべてくれ
ました。私は将来医師になって、こうした
災害支援への貢献がしたいと考えていま
す。今回、日本や各国の仲間たちとともに
真剣に議論しました。ここで学んだ防災
に関する知識や被災地支援のマネジメン
トについて、自国に持ち帰ってさらに深
く考えていきたいと思っています。

京都府

和崎  真子さん

モンゴル

　　　際交流集会は日本や各国の仲間に
　　　モンゴルを知ってもらう絶好の
チャンス。だから私たちのホームルーム
のディスカッションでは、モンゴルならで
はの寒雪害「Dzud（ゾド）」をテーマに加え
てもらいました。日本の高校生たちが活
発に質問し、意見を述べてくれてとても嬉
しかったです。今回学んだ防災知識は、帰
国したら多くの友人たちとすべて共有す
るつもりです。そして大好きな日本に、い
つか再び訪れたいと思っています。

Danica Joyce 
Balodo SILAGAN さん

フィリピン

　　　災はフィリピンでも重要な問題で
　　　す。日本と各国の若者たちと意見
交換ができる国際交流集会は、私にとっ
て非常に有意義な経験となりました。ま
た、福島でのホームステイも忘れられま
せん。当初は原発事故後の福島に対する
不安も感じていました。しかし、実際に足
を運ぶと、そこには豊かな自然があり、安
全に暮らしている優しい住民の方々がい
ました。帰国したら自分の目で見た「福島
の今」を伝えたいと思っています。

　　　は上海生まれ。４年前に父の仕事
　　　の関係で来日し、現在は東京の高
校で学んでいます。今回は「東京都代表」
としてこの国際交流集会に参加しまし
た。初日はかなり緊張していたのですが、
「伝えたい」という気持ちさえあれば、た
とえ「違う」文化の人たちにだって自分の
意思は伝わるし、わかり合えます。3泊４
日という短い期間でしたが、濃密な時間
を過ごした仲間たちと出会い、語り合え
たことがなによりの収穫でした。

中国／東京都

陳  颸帆さん Anand Burte
 Borjigon 
MENDSAIKHAN さん

❶    8：30 ～ 13：30　「防災」をテーマにしたディスカッション
❷ 13：30 ～ 16：00　ディスカッションの発表
❸ 18：15 ～ 20：45　文化交流（民族衣装での舞踊　他）

特集 2　平成 28 年度  青少年赤十字国際交流集会 “Tokyo 2016”

プログラム
11 月 5 日（土）

“Tokyo 2016”
8人前後のグループ（ホームルーム）
に分かれ、それぞれが「防災教育」
「地震」「洪水」「海面上昇」などの
テーマで活発なディスカッション
を行いました

時にはボディランゲージを交えて初対面ながらすぐに友だち同士に

異国国 私防 私

平成28年度

International Meeting
Tokyo 2016

JRC/RCY

青少年赤十字

国 際 交 流 集 会

Junior Red Cross 2017Information

特 集 2

どのグループも
和やかな雰囲気
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と﹁
日
本
の
高
校
生
は
み
ん
な
フ
レ
ン
ド

リ
ー
で
楽
し
か
っ
た
﹂﹁
美
し
い
自
然
や

親
切
な
人
々
と
接
し
て
︑い
っ
ぺ
ん
に
日

本
の
こ
と
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
﹂﹁
機

会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
ま
た
日
本
を
訪
れ
た

い
﹂と
多
く
の
日
本
フ
ァ
ン
が
生
ま
れ
て

い
ま
し
た
︒

心
が
通
じ
合
う

３
泊
４
日
の
濃
密
な
時
間

　

一
方
︑日
本
の
高
校
生
た
ち
は
学
校
で

の
青
少
年
赤
十
字
活
動
に
力
を
入
れ
て

い
る
メ
ン
バ
ー
で
︑各
都
道
府
県
の
日
赤

支
部
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
︒
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
に
参
加
経
験
が
あ
る
生
徒

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
︑ほ
ぼ
全
員
が
外

国
人
と
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
初
め
て

の
体
験
︒
最
初
は
少
々
緊
張
し
て
い
る
様

子
で
し
た
が
︑﹁
英
語
を
使
っ
て
︑自
分
が

ど
れ
だ
け
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き

る
か
を
試
せ
た
﹂﹁
文
化
の
違
い
は
乗
り

越
え
ら
れ
る
と
感
じ
た
﹂﹁
英
語
が
苦
手

だ
け
ど
︑最
後
は
気
持
ち
で
通
じ
合
え

た
﹂な
ど
︑世
界
へ
の
視
点
を
養
い
な
が

ら
︑そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
を
実
感
で
き
た
よ

う
で
し
た
︒

　

高
校
生
と
海
外
メ
ン
バ
ー
に
加
え
︑各

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

役
で
あ
る
高
校
教
員
︑通
訳
な
ど
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
お
手
伝
い
を
す
る﹁
語

学
奉
仕
団
﹂︑運
営
面
で
さ
ま
ざ
ま
な
サ

ポ
ー
ト
を
す
る﹁
ユ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
﹂も
含
め
た
ス
タ
ッ
フ
の
存
在
も
重
要

で
す
︒
こ
れ
ら
国
境
や
年
代
︑立
場
を
超

え
た
人
々
の
〝
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
〟

も
国
際
交
流
集
会
の
大
き
な
特
色
だ
と

言
え
る
で
し
ょ
う
︒

　

最
終
日
前
日
の
11
月
5
日
︑各
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
す

べ
て
終
わ
る
と
︑各
国
の
民
族
衣
装
な
ど

を
ま
と
っ
て
お
国
柄
と
文
化
を
紹
介
す

る
出
し
物
を
披
露
す
る
お
楽
し
み
イ
ベ

ン
ト﹁
文
化
交
流
﹂が
催
さ
れ
ま
し
た︵
下

の
写
真
参
照
︶︒
そ
し
て
名
残
を
惜
し
み

な
が
ら
最
後
の
一
夜
を
過
ご
し
て
︑翌
日

は
閉
会
式
︒
国
際
交
流
集
会
は
満
足
感
あ

ふ
れ
る
笑
顔
と
別
れ
の
涙
の
中
で
大
団

円
を
迎
え
ま
し
た
︒

　

ほ
ん
の
数
日
前
ま
で
︑異
な
る
国
で
育

ち
ま
っ
た
く
他
人
だ
っ
た
者
同
士
が
︑将

来
の
再
会
を
誓
い
︑別
れ
の
涙
を
流
す
ほ

ど
に
心
と
心
を
通
わ
せ
る
ま
で
に
な
っ

た
３
泊
４
日
の
経
験
︒

　

あ
る
日
本
の
高
校
生
が
語
っ
た﹁
伝
え

た
い
気
持
ち
が
あ
れ
ば
︑た
と
え
異
な
る

文
化
で
育
っ
た
人
た
ち
に
だ
っ
て
意
思

は
伝
わ
る
し
︑わ
か
り
あ
え
る
﹂と
の
言

葉
が
︑こ
の
濃
密
な
時
間
の
意
義
を
よ
く

あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
︒

日本から海外へ　

オーストリア赤十字社主催「第61回INTERNATIONAL STUDY AND 
FRIENDSHIP CAMP 2016」が、7月11日（月）〜25日（月）の期間、オー
ストリア北部のランゲンロイスで開催されました。日本からは高
校3年生の岡安美幸さんが参加。ワクワクドキドキのプログラムの
様子をレポートしてくれました。

オーストリア赤十字社プログラム　

　私にとってオーストリアで各国のメンバーと一
緒に生活したこの2週間は、かけがえのない特別
なものとなりました。
　事前準備では、自力でオーストリアに行き無事
に日本に帰ってこられるのかと不安にもなりまし
た。でも、うまくできたこともありました。
　ナショナルパブでは、肉なし肉じゃがを作ろう
と、春雨と醤油を日本から持って行きました。実際に作ってみると、砂糖や人参
の違いで味や食感がうまく再現できず、がっかりしたのですが、慣れ親しんだ
ジャガイモの珍しい味付け、ということでみんなには気に入ってもらえました。
また、Fastival of Nations（学園祭）ではこんなこともありました。今回、creative 
artsという部門に参加したのですが、ゲストにあげるギフトについて話し合っ
てるときに、折り紙のバラはどうかと提案しました。試しに一つ作ってみると好
評で、ギフトは折り紙のバラと粘土の赤十字マスコットに決まり、私は4時間で
100個のバラを折りました。さらに、プレゼンテーションでは、日本の書道パ
フォーマンスを見てもらおうと、筆や墨汁、半紙などを持って行きました。初め
て目にする人ばかりで、とても感激してもらえました。多くのゲストの方から声
をかけていただけただけでなく、ベストプレゼン賞もいただきました。最も悩ん
だことだったので、成功して嬉しかったです。
　マウトハウゼン強制収容所では、オーストリアから見た第2次世界大戦を知
ることができたし、あるときはソマリア難民になってオーストリアに逃げると
いう街全体を使ったロールプレイングゲームも体験しました。このスリルはも

う二度と体験できないであろう、
と最も衝撃的な思い出となりまし
た。もちろん赤十字についても学
び、紛争より災害の方が重いとい
う国柄の違いを感じました。
　このような機会を私に与えてく
ださり、本当にありがとうござい
ました！！

佐賀県

　　　は英語が大の苦手。せめて積極性
　　　では誰にも負けないように頑張ろ
うと思い、他の学生たちと活発にコミュニ
ケーションを図りました。ホームルーム
の仲間と取り組んだ防災のプレゼンテー
ションでは、達成感のあまり生まれて初め
て感激の涙を流しました。最終日には、日
本各地と世界各国の仲間たちと、まさに心
と心でつながっていることを実感。今回
の経験を通して、自分が人間としてステッ
プアップできたような気がしています。

谷口  稭徳さん

　　　外の学生と議論するためには、自
　　　分のオピニオンをしっかり持ち、
それを論理的に説明する能力がないと文
字通り「話」になりません。国際交流集会
では日本の高校生たちがこのことに気づ
き、「理解してもらいたい」という切実な
思いの中で、繰り返しディスカッション
のマインドとスキルを磨いています。語
学力だけではない、グローバルなコミュ
ニケーション能力を身につけるためにこ
れほど有効な場は他にありません。

古原  大樹先生

　　　際交流集会には、英語教員以外で
　　　も参加できるようになってから何
度も参加しています。今回は防災がテー
マで、私の担当教科である地学の知識を活
かせる「地震」についてのディスカッショ
ンとプレゼンを行いました。日本と海外
の学生たちの交流は、将来、各国との外交
関係の発展のための布石にもなると思い
ます。私自身もこのイベントから毎回多
くのことを学ばせてもらっており、ぜひ末
長く続けてほしいと願っております。

松本  仁子先生

　　　本の高校生たちが世界と出会う国
　　　際交流集会。そこでの体験は一人
ひとりの生き方に大きく影響してくると
思います。大学生になった参加者が、今度
は集会をサポートするスタッフとして
戻ってくるケースも少なくありません。
そうしたスタッフや語学奉仕団、そして私
たち教員が一緒になって、実に良い雰囲気
を創りだしていることもこのイベントの
大きな特色。赤十字に関わる全国の教員
とのネットワークづくりの場でもあります。

岡安  一之先生

山形県私立
鶴岡東高校教諭／国語

埼玉県さいたま市立
浦和高校教諭／英語

福島県立
福島東高校教諭／地学

発 表 ま と め文 化 交 流

特集 2　平成 28 年度  青少年赤十字国際交流集会 “Tokyo 2016”

体験談

僕日国海

Junior Red Cross 2017Information

ディスカッションの結果をまとめたら、グループごとに工夫を凝らして全員の前でプレゼンテーション色とりどりの民族衣装をまとった参加者が歌や踊りを交えたパフォー　マンスを披露。会場は大いに盛り上がりました

写真左が岡安さん
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「まもるいのち ひろめるぼうさい」活用で広がる防災教育の可能性

　

愛
知
県
で
は
︑校
務
主
任
と
い
う
学
校
分
掌

が
あ
り
︑校
内
の
施
設
や
備
品
の
管
理
な
ど
と

と
も
に
︑避
難
訓
練
を
含
む﹁
防
災
﹂も
担
当
し

て
い
ま
す
︒
私
は
平
成
27
年
度
︑こ
の
校
務
主
任

を
務
め
ま
し
た
︒

学
校
全
体
の
取
り
組
み
と
し
て

い
か
に
継
続
し
て
い
く
か
が
課
題

　

本
校
で
は
︑平
成
28
年
７
月
に
５
年
生
を
対

象
に
し
た
防
災
教
育
の
授
業
を
実
施
し
︑夏
休

み
明
け
の
９
月
に
行
わ
れ
る
避
難
訓
練
に
つ
な

げ
ま
し
た
︒
子
ど
も
た
ち
の
反
応
は
と
て
も
良

か
っ
た
で
す
︒
特
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
像
の
イ
ン
パ
ク

ト
は
強
く
︑子
ど
も
た
ち
が
引
き
込
ま
れ
て
い

く
の
を
感
じ
ま
し
た
︒
ま
た
︑た
と
え
ば
︑地
震

の
際
に
危
な
い
も
の
を﹁
た
お
れ
て
く
る
も
の
﹂

﹁
お
ち
て
く
る
も
の
﹂﹁
う
ご
い
て
く
る
も
の
﹂と

い
う
子
ど
も
に
と
っ
て
理
解
し
や
す
い
３
つ
の

柱
に
ま
と
め
て
く
れ
た
の
が
︑教
え
る
側
と
し

て
大
変
に
有
り
難
か
っ
た
で
す
︒

　

実
際
の
授
業
で
は
授
業
時
間
に
即
し
て
教
え

る
内
容
を
削
っ
た
り
︑本
校
の
実
態
に
沿
っ
て

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
作
り
直
し
た
り
し
ま
し
た

が
︑﹁
ま
も
る
い
の
ち 

ひ
ろ
め
る
ぼ
う
さ
い
﹂は

防
災
教
育
の
教
材
と
し
て
完
成
度
が
高
い
と
い

う
の
が
実
感
で
す
︒

　

今
後
は
こ
の
教
材
を
使
っ
た
防
災
教
育
を
い

か
に
継
続
的
に
実
施
し
て
︑各
校
の
防
災
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
し
っ
か
り
と
定
着
さ
せ
て

い
く
か
が
私
た
ち
教
員
に
問
わ
れ
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
︒

　

春
日
井
市
内
52
校
の
校
務
主
任
が
集
ま
る
研

究
会
が
あ
り
︑近
年
は﹁
防
災
教
育
﹂が
重
要
な

テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
︒
か
つ
て
の
小
中

学
校
で
は
︑防
災
教
育
と
言
っ
て
も
︑昔
な
が
ら

の
避
難
訓
練
の
み
と
い
う
学
校
が
ほ
と
ん
ど
で

し
た
︒
し
か
し
特
に
東
日
本
大
震
災
後
︑も
っ
と

実
践
的
な
防
災
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
で

は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
強
く
な
り
︑独
自
に

防
災
教
育
の
テ
キ
ス
ト
を
作
成
す
る
こ
と
も
検

討
さ
れ
て
い
ま
し
た
︒

　

日
本
赤
十
字
社
が
制
作
し
た
防
災
教
材
が
出

た
の
は
ま
さ
に
そ
ん
な
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
の

で
す
︒
各
校
の
校
務
主
任
は
防
災
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
の
素
晴
ら
し
い
出
来
に
感
嘆
し
ま

し
た
︒
防
災
専
門
家
や
気
象
庁
に
加
え
て
︑東
北

の
学
校
教
員
が
制
作
ス
タ
ッ
フ
に
加
わ
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
︑授
業
な
ど
で
利
用
す
る
使
い

勝
手
も
よ
く
考
え
ら
れ
て
い
る
と
歓
迎
さ
れ
た

の
で
す
︒

　

平
成
28
年
度
に
は
︑本
校
を
含
め
て
春
日
井

市
の
20
校
以
上
の
小
学
校
が
こ
の
教
材
を
使
っ

た
授
業
を
実
施
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
︒

避難訓練と防災教育を
セットで行い実践的な教育に
愛知県春日井市立不二小学校

東
日
本
大
震
災
後
に
高
ま
る

﹁
防
災
教
育
﹂の
機
運

愛知県

春日井市

池田 瞳美先生

渡邊 康貴先生

　

福
井
県
の
県
庁
所
在
地
で
あ
る
福
井
市
︒
国

見
中
学
校
は
市
内
の
北
西
に
位
置
し
ま
す
︒
国

見
地
区
は
震
度
５
以
上
の
地
震
が
発
生
し
た

場
合
︑11
分
で
5
・
8
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
来

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
︑海
抜
3
・
6

メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
あ
る
同
校
は
津
波
の
被

害
を
受
け
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
︒
そ
の
た
め
︑避
難
訓
練
な
ど
災
害
対

策
も
盛
ん
に
行
っ
て
き
ま
し
た
︒
そ
し
て
平
成

26
年
度
︑日
本
赤
十
字
社
福
井
県
支
部
よ
り
青

少
年
赤
十
字
活
動
推
進
校
の
指
定
を
受
け
︑防

災
教
育
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
︒﹁
ま
も
る
い
の
ち　

ひ
ろ
め

る
ぼ
う
さ
い
﹂を
使
っ
た
授
業
と
し
て
は
︑平

成
26
年
12
月
に
道
徳
で
写
真
教
材﹁
避
難
所
で

の
ス
ト
レ
ス
を
考
え
て
み
よ
う
﹂を
活
用
︒
被

災
地
か
ら
自
宅
に
帰
っ
た
家
族
の
様
子
を
提

「
ま
も
る
い
の
ち 

ひ
ろ
め
る
ぼ
う
さ
い
」活
用
で

広
が
る
防
災
教
育
の
可
能
性

日
本
赤
十
字
社
は
︑児
童
・
生
徒
が
自
然
災
害
の
学
習
と
対
策
に
つ
い
て
主
体
的

に
取
り
組
む
た
め
の
︑授
業
で
使
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム﹁
ま
も
る
い
の
ち 

ひ
ろ
め
る

ぼ
う
さ
い
﹂を
平
成
27
年
に
作
成
し
︑全
国
の
小
中
高
校
に
無
償
提
供
し
て
い
ま

す
︒
教
育
現
場
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
例
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
︒

　

雄
大
な
磐
梯
山
と
猪
苗
代
湖
の
あ
る
自
然
豊

か
な
猪
苗
代
町
︒
磐
梯
山
や
安
達
太
良
山
な
ど

の
火
山
に
囲
ま
れ
て
い
る
猪
苗
代
町
立
吾
妻
小

学
校
は
︑福
島
県
教
育
委
員
会
か
ら
平
成
28
年

度﹁
生
き
抜
く
力
﹂を
育
む
防
災
教
育
推
進
事
業

の
実
践
協
力
校
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
︒﹁
地
域

の
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
り
︑災
害
に
関
す

る
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
︑自
ら
の
命
を
守

る
た
め
に
主
体
的
に
考
え
判
断
し
行
動
で
き
る

力
を
身
に
付
け
る
﹂こ
と
を
め
ざ
し
て
︑防
災

教
育
担
当
の
渡
邊
康
貴
先
生
を
中
心
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
︒

　

授
業
で
は
︑学
習
内
容
や
実
態
に
応
じ
て
︑

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
収
録
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
集
や

映
像
教
材
を
活
用
︒2
年
生
の
学
級
活
動
で
は
︑

示
し
︑生
徒
同
士
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
通
し

て
課
題
に
つ
い
て
の
考
察
を
進
め
ま
し
た
︒
ま

た
︑大
規
模
地
震
想
定
避
難
訓
練
事
前
指
導
で

の
活
用
と
し
て
︑﹁
地
震
災
害
﹂ワ
ー
ク
シ
ー
ト

１﹁
地
震
か
ら
身
を
守
ろ
う
﹂を
使
用
し
︑学
校

外
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
想
定
し
な
が
ら
避
難

方
法
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
︒　

災

害
教
育
担
当
の
池
田
先
生
は
︑﹁
生
徒
の
感
想
を

聞
く
と﹃
被
災
地
の
人
た
ち
の
気
持
ち
が
わ
か

る
よ
う
に
な
っ
た
﹄﹃
も
し
災
害
が
起
き
た
ら
自

分
や
家
族
︑地
域
の
人
た
ち
の
命
を
守
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
﹄と
い
っ
た
声
が
多
く
︑防
災

教
育
の
重
要
性
を
改
め

て
感
じ
ま
し
た
﹂と
答
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
︒

﹁
地
震
災
害
﹂︵
１
～
３
年
用
︶指
導
案
を
参
考

に
︑家
に
一
人
で
い
る
と
き
に
地
震
が
発
生
し

た
場
合
の
身
の
守
り
方
に
つ
い
て
学
習
指
導

案
を
作
成
︑実
践
し
︑映
像
教
材﹁
じ
し
ん
か
ら

み
を
ま
も
ろ
う
﹂な
ど
を
授
業
で
活
用
し
ま
し

た
︒
ま
た
︑５
年
生
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間

の
単
元﹁
磐
梯
山
の
噴
火
と
恵
み
﹂で
は
︑火
山

防
災
マ
ッ
プ
を
も
と
に
︑避
難
の
仕
方
を
考
え

た
上
で
︑映
像
教
材﹁
火
山
を
知
ろ
う
﹂を
視
聴

し
︑情
報
を
確
認
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
習

し
ま
し
た
︒
さ
ら
に
全
校
生
で
取
り
組
む
避
難

訓
練
の
事
前
指
導
に
も

映
像
教
材
を
活
用
し
て

い
ま
す
︒

このプログラムは、地震災害、津波災
害、風水害（ 台風・豪雨・雷・竜巻）、
雪害、火山災害に対応。それぞれの自
然災害について、子どもが発達段階
に応じて適切に学べるよう、小学生
用（ １ - ３ 年 ／ ４ - ６ 年）、中 学 生・
高校生用から構成されています。自
然災害に向き合ってきた日本赤十字
社と現場の教員が提案する“授業です
ぐ使える防災教材”です。

青少年赤十字防災教育プログラム
「まもるいのち ひろめるぼうさい」

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
等
を

活
用
し
避
難
方
法
を

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

福井県福井市立国見中学校

津波被害から身を守る
授業を実施

自然の恵みへの感謝の気持ちと
自ら命を守る力を育てる防災教育
福島県猪苗代町立吾妻小学校

映
像
教
材
を
活
用
し

災
害
の
特
徴
を
理
解

ワークシートを活用した授業の様子

緊急地震速報音を使った事前学習
上田 博正先生防災教育の授業

福井県

石川県

岐阜県

岐阜県

静岡県

長野県　

日本海

宮城県
山形県

栃木県

新潟県

滋賀県

福井市

福島県

猪苗代町

太平洋

太平洋

防 災 教 育

映像教材などを活用した授業の様子（上）（右）



集
団
で
の
お
互
い
の

関
係
の
中
で
学
ぶ
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

　
人
の
行
動
は﹁
場
﹂に
左
右
さ
れ
ま
す
︒
グ

ル
ー
プ
＝
集
団
に
身
を
置
い
た
と
き
︑集
団
の

中
で
生
ま
れ
る
力
学
と
い
う
も
の
に
影
響
を
受

け
行
動
し
ま
す
︒
つ
ま
り
個
人
は
集
団
か
ら
影

響
を
受
け
る
と
同
時
に
︑集
団
に
影
響
を
与
え

る
存
在
で
も
あ
る
の
で
す
︒

　
私
た
ち
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
お
け
る
こ
う

し
た
相
互
関
係
を﹁
コ
ン
テ
ン
ト
﹂と﹁
プ
ロ
セ

ス
﹂と
い
う
２
つ
の
概
念
を
使
っ
て
説
明
し
て

い
ま
す︵
図
１
︶︒

　﹁
コ
ン
テ
ン
ト
﹂と
は
グ
ル
ー
プ
で
実
際
に
話

し
合
わ
れ
て
い
る
テ
ー
マ
や
内
容
の
こ
と
︒
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そ
れ
に
対
し
て﹁
プ
ロ
セ
ス
﹂と
は
︑そ
の
グ

ル
ー
プ
構
成
員
の
相
互
関
係
に
よ
っ
て
生
じ
る

グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
指
し
ま
す
︒
あ

る
発
言
が
︑構
成
員
そ
れ
ぞ
れ
に
ど
の
よ
う
に

影
響
を
与
え
︑心
の
中
で
何
が
生
じ
て
い
る
の

か…
…

︒
こ
う
し
た
こ
と
は
可
視
化
・
言
語
化

さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
し
か
し
グ

ル
ー
プ
の
中
で
起
き
て
い
る﹁
プ
ロ
セ
ス
﹂に
気

づ
か
な
け
れ
ば
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
効
果
は
期

待
で
き
ま
せ
ん
︒﹁
コ
ン
テ
ン
ト
﹂と﹁
プ
ロ
セ

ス
﹂は
ま
さ
に
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
り
ま
す
︒

ど
れ
だ
け﹁
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
﹂に

気
づ
け
る
か
が
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
肝

　
グ
ル
ー
プ
の
中
で﹁
言
葉
﹂と
し
て
発
せ
ら
れ

る
こ
と
と
︑起
こ
っ
て
い
る
こ
と︵
ダ
イ
ナ
ミ

ク
ス
︶︒
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
ま
ず
こ
の
二

つ
の
違
い
を
し
っ
か
り
と
ら
え
る
こ
と
が
重
要

に
な
り
ま
す
︒

　
た
と
え
ば
︑こ
の
取
材
で
聞
き
手
の
皆
さ
ん

は
私
の
話
に
何
度
も
相
づ
ち
を
打
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
︑心
の
中
で
は﹁
津
村
っ
て
人

は
や
け
に
話
が
長
い
な
﹂と
思
わ
れ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん︵
笑
︶︒
一
方
私
は
カ
メ
ラ
マ
ン
の
方

に﹁
こ
の
角
度
で
写
真
を
撮
っ
て
も
ら
え
る
と

い
い
な
﹂と
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ

ね
︒
こ
う
し
た
こ
と
は
お
互
い
の
関
係
の
中
で

な
か
な
か
言
葉
と
し
て
発
せ
ら
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
︑も
し
相
手
の
心
の
中
に
隠
れ
て

い
る
プ
ロ
セ
ス
に
気
づ
き
︑正
直
に
言
葉
に
で

き
れ
ば
︑も
っ
と
親
密
で
安
心
な
関
係
が
築
け

る
と
思
い
ま
せ
ん
か
？ 

　
授
業
で
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も
同
じ
で
す
︒

ど
れ
だ
け
多
く
言
語
化
さ
れ
な
い
プ
ロ
セ
ス
に

気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
か
が
重
要
で
す
︒
個
人

差
は
あ
り
ま
す
が
︑こ
う
し
た
気
づ
き
の
能
力

は
書
物
や
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
り
す
る
だ
け
で
は

な
か
な
か
身
に
つ
か
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒

実
際
に
現
場
で
試
行
錯
誤
す
る
か
︑勉
強
会
・

研
修
な
ど
実
地
に
近
い
状
況
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

す
る
の
が
効
果
的
で
し
ょ
う
︒

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
学
び
の
た
め
に

﹁
体
験
学
習
の
循
環
過
程
﹂を
実
践

　
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
気
づ
き
は
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
の
出
発
点
で
も
あ
り
ま
す
︒
図
２
を
ご

覧
く
だ
さ
い
︒グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を﹁
体
験
﹂し
︑

先
生
と
児
童
・
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
こ
で
何
が

起
き
た
の
か
に
気
づ
き
＝﹁
指
摘
﹂︒
さ
ら
に
な

ぜ
起
こ
っ
た
の
か
を
考
え
︑﹁
分
析
﹂し
︑次
に
ど

う
す
る
か
を
検
討
＝﹁
仮
説
化
﹂す
る
︒
こ
う
し

た
循
環
を
回
し
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
せ
る
の

も
先
生︵
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
︶の
役
割
で
す
︒

　
こ
こ
で
留
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
︑

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
関
わ
る
先
生
と
い

う
立
場
は
︑生
徒
＝
人
を
操
作
す
る
怖
れ
の
あ

る
立
ち
位
置
に
い
る
と
い
う
こ
と
︒
こ
れ
は
私

自
身
も
い
つ
も
自
戒
し
て
い
る
こ
と
で
す
︒
　

　
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
は
目
の
前
の
児
童
・
生

徒
を
尊
重
し
て
関
わ
り
を
持
つ
べ
き
で
す
︒
指

導
が
熱
心
な
あ
ま
り
︑指
示
・
命
令
し
て
し
ま

高
校
生
の
生
き
る
力
を
育
み
た
い

　
上
司
の
紹
介
で﹁
体
験
学
習
研
究
所
﹂の
研
修
に

参
加
し
︑高
校
生
の
進
路
学
習
・
キ
ャ
リ
ア
教
育

へ
の
活
用
を
思
い
つ
き
ま
し
た
︒
教
員
研
修
中
の

研
究
と
し
て
︑体
験
学
習
と
進
路
学
習
を
合
体
さ

せ
た
形
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

成
し
︑そ
の
有
効
性
を
検
証
す
る﹁
コ
ン
セ
ン
サ
ス

実
習
﹂を
実
施
︒
設
定
は
T
市
と
い
う
架
空
の
都
市

で﹁
す
ご
い
人
﹂﹁
輝
い
て
い
る
人
﹂を
選
び
︑﹁
い
い

ね
！
賞
﹂を
授
与
す
る
と
い
う﹁
表
彰
式
﹂で
す
︒
　

　
候
補
と
な
る
６
人
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
も
作
成
し
︑

生
徒
に
は
そ
の
中
か
ら
表
彰
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物

を
２
名
選
ば
せ
︑選
ん
だ
理
由
と
４
名
を
選
ば
な

か
っ
た
理
由
も
書
か
せ
ま
し
た
︒
最
終
的
に
１
人

の
受
賞
者
を
選
ば
せ
る
の
で
す
が
︑こ
の
実
習
の

目
的
は
生
徒
た
ち
が
全
員
で
合
意
を
得
る
こ
と
の

難
し
さ
に
葛
藤
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
︒﹁
葛
藤
﹂

に
よ
っ
て
︑生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
中
の﹁
譲

れ
な
い
も
の
﹂に
気
づ
き
ま
す
︒
そ
れ
ら
は
今
後
彼

ら
が
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
築
き
︑人
生
を
歩
ん
で

い
く
た
め
に
大
切
な
気
づ
き
で
す
︒
生
徒
た
ち
の

ふ
り
か
え
り
で
は
︑﹁
多
様
な
意
見
を
聞
け
て
楽
し

か
っ
た
﹂﹁
自
分
の
意
見
を
話
し
た
こ
と
で
自
分
に

自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
﹂な
ど
︑ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
反
応
が
得
ら
れ
ま
し
た
︒
高
校
生
に
と
っ
て
︑

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
得
ら

れ
な
い
心
の
深
い
部
分
で
の
交
流
が
図
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
︒

一般社団法人 日本体験学習研究所
70年ほどの長い歴史をもつ米国NTL Institute※の理念と学習方法を
大切にした教育・研究機関。各種研修や公開講座、教材開発、研究会、
コンサルテーションなどの活動を幅広く展開している。

※NTL：米国でクルト・レヴィンが創始したT（トレーニング）グループをはじ
め多数のプログラムを提供しているラボラトリー教育の世界的な機関。

みんなで
はじめよう！

う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
︑グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
は
︑児
童
・
生
徒
が
学
び
の
目
標
を
見
つ

け
出
し
︑そ
こ
に
た
ど
り
着
け
る
よ
う
に
支
援

す
る
姿
勢
が
大
切
な
の
で
す
︒

　
ま
た
︑グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
場
で
ど
う
し
て

も
児
童
・
生
徒
を﹁
動
か
す
﹂﹁
話
さ
せ
る
﹂こ
と

に
集
中
し
て
し
ま
う
先
生
も
少
な
く
な
い
で

し
ょ
う
︒
し
か
し
︑﹁
動
け
な
い
﹂﹁
話
せ
な
い
﹂

と
い
う
の
も
重
要
な﹁
プ
ロ
セ
ス
﹂で
あ
り
︑﹁
な

ぜ
自
分
は
動
け
な
か
っ
た
の
か
？
﹂ 

と
子
ど
も

た
ち
が
内
省
・
分
析
し
て
み
る
こ
と
の
で
き
る

教
育
チ
ャ
ン
ス
で
す
︒
そ
こ
で
先
生
が
う
ま
く

ヒ
ン
ト
を
与
え
て
あ
げ
る
と
︑そ
の
子
の
学
び

の
体
験
は
よ
り
深
い
も
の
に
な
る
は
ず
で
す
︒

津村教授が研修で用いるグループワーク用の学習ゲームを行う様子。各人
にカードで配られた限定的な個人情報から、マンションの住人の部屋やプ
ロフィールを明らかにしていくという内容になっている。

図1　「コンテント」と「プロセス」
グループワークでは言語化、可視化されているものはほんの一部に
過ぎない。

図2   体験学習の循環過程
青少年赤十字の態度目標「気づき、考え、実行する」に通じるものがある。

愛知県立
豊田北高等学校
（JRC加盟校）
立岩 沙和子先生

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
実
践
例

一般社団法人 日本体験学習研究所　代表理事・所長  津村 俊充さん
現南山大学名誉教授。名古屋大学大学院教育心理学専攻博士課程前期修了。
教育学修士。日本教育心理学会学校心理士。2011年に、日本人初のNTL 
Instituteメンバーに認定。

『プロセス・エデュケーション　
学びを支援するファシリテーションの理論と実際』
津村  俊充著　金子書房　B5判/242頁　定価2,940円

学校や企業内の教育の現場でのファシリテーターのリーダー
シップ能力育成等の育成のために、プロセスを大切にした教育実
践の理解と実践によるアプローチ法を詳解しています。

Junior Red Cross 2017Information

http://jiel.jp/

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
考
え
方
に
基
づ
く﹁
新
し
い
学
び
﹂が
求

め
ら
れ
て
い
る
教
育
現
場
︒
児
童
・
生
徒
が
一
つ
の
課
題
に
協
働
し
て

取
り
組
む
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
そ
の
中
心
的
な
手
法
で
︑青
少
年
赤
十

字
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
︒
そ
こ
で
︑名
古
屋
市
で
日

本
体
験
学
習
研
究
所
を
主
催
す
る
津
村
俊
充
南
山
大
学
名
誉
教
授
に
︑

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
取
り
組
む
心
が
ま
え
や
留
意
点
︑授
業
を
進
め
る

コ
ツ
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
︒
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クラウドファンディングでの地域貢献をめざして
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佐
賀
の
新
し
い
特
産
品
を

も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
か
ら

　
﹁
さ
が
ん
ル
ビ
ー
﹂は
︑佐
賀
大
学
農
学
部
が
研
究

開
発
し
︑全
国
で
初
め
て
品
種
登
録
さ
れ
た
国
産
グ

レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
で
す
︒
淡
い
ピ
ン
ク
色
の
果
肉

と
や
や
強
い
酸
味
が
特
色
で
︑食
べ
る
と
さ
わ
や
か

で
ビ
タ
ー
な
香
り
が
口
の
中
に
広
が
り
ま
す
︒

　

唐
津
東
高
等
学
校
科
学
部
の
江
口
可
那
子
さ
ん

と
永
野
悠
希
さ
ん︵
い
ず
れ
も
２
年
生
︶は
︑１
年
生

の
時
か
ら
高
校
の
近
く
に
あ
る
佐
賀
大
学
農
学
部

附
属
ア
グ
リ
創
生
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー︵
唐
津
キ
ャ

ン
パ
ス
︶に
通
っ
て
︑こ
の﹁
さ
が
ん
ル
ビ
ー
﹂の
研

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
の

地
域
貢
献
を
め
ざ
し
て

Ｊ
Ｒ
Ｃ
加
盟
校
で
あ
る
佐
賀
県
立
唐
津
東
高
等
学
校
の
科
学
部
は
︑佐
賀
大
学
農
学
部
と

連
携
し
︑国
産
初
の
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ﹁
さ
が
ん
ル
ビ
ー
﹂を
使
っ
た
サ
イ
ダ
ー
な
ど
の

開
発
を
行
い
︑注
目
を
集
め
て
い
ま
す
︒
地
域
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
こ
う
し
た
活
動
を
展

開
す
る
部
員
二
人
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
︒

佐賀県立唐津東高等学校 科学部

江口 可那子（えぐち  かなこ） さん（左）

永野 悠希 （ながの  ゆうき）さん （右）

究
を
始
め
ま
し
た
︒

　
﹁
き
っ
か
け
は
顧
問
の
山
口
先
生
に
佐
賀
大
学

農
学
部
の
見
学
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と

で
し
た
﹂と
話
す
永
野
さ
ん
︒
彼
女
は
科
学
部
で
水

ロ
ケ
ッ
ト︵
水
と
圧
縮
空
気
で
飛
ば
す
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
︶の
活
動
も
行
っ
て
お
り
︑な
ん
と

日
本
代
表
と
し
て
海
外
で
行
わ
れ
た
大
会
に
も
出

場
︒﹁
実
験
が
大
好
き
！
﹂と
い
う
生
粋
の
理
系
女

子
で
す
︒　

　
﹁
大
学
を
見
学
し
な
が
ら
︑永
野
さ
ん
と
私
は
︑

地
元
産
の
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
に
す
っ
か
り
興
味

を
持
っ
て
︑山
口
先
生
に﹃
さ
が
ん
ル
ビ
ー
﹄の
研
究

が
し
た
い
と
お
願
い
し
ま
し
た
︒
先
生
は
や
る
気

さ
え
あ
れ
ば
︑私
た
ち
が
興
味
を
持
っ
た
こ
と
を

自
由
に
や
ら
せ
て
く
れ
ま
す
﹂と
続
け
て
く
れ
た
の

は
江
口
さ
ん
︒
科
学
部
員
な
が
ら
将
来
は
英
語
を

専
攻
し
た
い
と
い
う
文
系
女
子
で
︑永
野
さ
ん
と

は
同
じ
中
学
校
出
身
で
す
︒

　

二
人
は
大
学
と
の
共
同
研
究
を
通
し
て﹁
さ
が
ん

ル
ビ
ー
﹂の
魅
力
を
知
る
に
つ
け
︑こ
の
地
元
の
新

し
い
名
産
品
を
︑も
っ
と
全
国
の
人
に
知
っ
て
も

ら
え
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

　
﹁
思
い
つ
い
た
の
は﹃
さ
が
ん
ル
ビ
ー
﹄の

素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
え
る
製
品
づ

く
り
で
す
︒
そ
こ
で
︑ま
ず
は
サ
イ
ダ
ー
の
研
究
開

発
に
取
り
組
み
ま
し
た
︒
果
汁
は
自
分
た
ち
で
絞

り
︑大
学
に
協
力
い
た
だ
い
て
試
作
品
が
完
成
︒
グ

レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
に
あ
り
が
ち
な
苦
み

が
ほ
と
ん
ど
な
く
︑と
て
も
飲
み
や
す
い
サ
イ
ダ
ー

が
で
き
ま
し
た
︒
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
﹂︵
江
口
︶

可
能
性
を
広
げ
た

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

　

と
こ
ろ
が
彼
女
た
ち
の
探
究
心
は
研
究
開
発
だ

け
で
は
満
足
せ
ず
︑さ
ら
に
そ
の
先
を
考
え
て
い

ま
し
た
︒

　
﹁
サ
イ
ダ
ー
製
造
の
あ
と
に
大
量
の
果
皮
が
残
り

ま
す
︒
も
っ
た
い
な
い
か
ら
こ
れ
を
使
っ
て
︑私
た

ち
高
校
生
が
日
常
的
に
使
え
る
製
品
が
開
発
で
き

な
い
か
と
考
え
ま
し
た
﹂︵
永
野
︶

　

そ
う
し
て
開
発
さ
れ
た
の
が
果
皮
か
ら
抽
出
し

た
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル
を
使
っ
た
リ
ッ
プ
ク

リ
ー
ム
で
す
︒

　
﹁
佐
賀
大
学
か
ら
の
紹
介
で
︑唐
津
市
で
産
官
学

連
携
の
化
粧
品
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
整
備
に
取
り
組

む
一
般
社
団
法
人
ジ
ャ
パ
ン
・
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー︵
Ｊ
Ｃ
Ｃ
︶と
い
う
組
織
を
紹
介
さ
れ
︑

リ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
の
製
品
化
構
想
の
輪
郭
が
少
し

ず
つ
見
え
て
き
ま
し
た
﹂︵
永
野
︶　

　

し
か
し
︑問
題
は
事
業
資
金
︒
そ
こ
で
二
人
が
注

目
し
た
の
は
ネ
ッ
ト
上
で
支
援
者
を
募
る
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ︵
Ｃ
Ｆ
︶で
す
︒
た
だ
︑公
立
高

校
が
事
業
資
金
を
集
め
る
主
体
と
な
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
︒
困
っ
て
い
る
と
高
校
の
O
B
で
も
あ

る
唐
津
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
海
浜
館
の
経
営
者
が
︑

代
わ
り
に
Ｃ
Ｆ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
オ
ー
ナ
ー
に

な
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
︒
こ
れ
で
よ
う
や
く﹁
さ
が

ん
ル
ビ
ー
﹂製
品
化
へ
の
道
筋
が
整
い
ま
し
た
︒

　
﹁
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
Ｃ
Ｆ
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
が
︑最
初
は
ま
る
で
支
援
者
が
集
ま
ら
ず
い
き

な
り
不
安
で
い
っ
ぱ
い
に︵
笑
︶︒
そ
こ
で
先
生
方

の
協
力
を
得
て
高
校
で
協
力
を
呼
び
か
け
る
チ
ラ

シ
を
配
っ
た
り
︑経
営
者
の
Ｏ
Ｂ
の
方
々
を
頼
っ

た
り…

…

︒
や
が
て
地
元
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
局
︑

新
聞
社
な
ど
が
私
た
ち
の
こ
と
を
取
り
上
げ
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
﹂︵
江
口
︶

　

す
る
と
今
度
は
支
援
者
が
み
る
み
る
う
ち
に
集

ま
り
︑最
終
的
に
な
ん
と
目
標
金
額
60
万
円
の
倍

近
い
１
１
０
万
８
千
円
に
な
っ
た
の
で
す
︒

　
﹁
お
か
げ
で
大
阪
の
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
の
協
力
を

得
て
︑女
子
高
生
好
み
の
か
わ
い
い
リ
ッ
プ
ク
リ
ー

ム
が
で
き
ま
し
た
︒
プ
レ
ゼ
ン
ト
用
の
台
紙
や
カ

バ
ン
な
ど
に
付
け
ら
れ
る
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
型
の

リ
ッ
プ
ケ
ー
ス
も
つ
く
り
ま
し
た
︒Ｃ
Ｆ
協
力
し
て

い
た
だ
い
た
支
援
者
の
方
々
に
は
こ
れ
ら
の
グ
ッ

ズ
も
〝
リ
タ
ー
ン︵
支
援
者
へ
の
お
礼
品
︶〟
と
し

て
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
﹂

　

あ
わ
せ
て
試
作
品
だ
っ
た﹁
さ
が
ん
ル
ビ
ー
サ
イ

ダ
ー
﹂も
︑佐
賀
県
内
の
飲
料
メ
ー
カ
ー
の
協
力
で

製
品
化
︒
地
元
の
物
産
館
や
飲
食
店
な
ど
で
販
売

さ
れ
︑こ
ち
ら
も
人
気
商
品
と
な
り
ま
し
た
︒

製
品
化
へ
の
支
援
・
協
力
を
通
し
て

あ
ら
た
め
て
地
元
に
感
謝

　

こ
の
よ
う
に
公
立
高
校
の
生
徒
が
Ｃ
Ｆ
で
資
金

調
達
を
成
功
さ
せ
た
例
は
全
国
的
に
も
珍
し
く
︑

全
国
の
高
校
生
が
競
う﹁
マ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア

ワ
ー
ド2015

︵
後
援
：
文
部
科
学
省
︶﹂で
文
部
科

学
大
臣
賞︵
最
優
秀
賞
︶を
受
賞
す
る
な
ど
︑素
晴
ら

し
い
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
︒

　
﹁﹃
さ
が
ん
ル
ビ
ー
﹄を
全
国
の
人
に
知
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
私
た
ち
の
気
持
ち
に
共
感
い
た
だ
き
︑

時
に
は
叱
咤
激
励
し
て
く
れ
な
が
ら
︑ご
支
援
い

た
だ
い
た
地
元
の
方
や
企
業
・
団
体
の
方
々
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
﹂︵
江
口
︶

　
﹁
製
品
化
を
通
し
て
高
校
の
O
B
の
方
々
︑地
元

の
方
々
の
温
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
︒東
京
で
ア
ワ
ー

ド
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
と
き
も
︑

地
元
の
人
や
企
業
の
惜
し
み
な
い
協
力
に
皆
さ
ん

が
驚
い
て
い
ま
し
た
︒
佐
賀
県
と
唐
津
市
の
こ
と

を
心
か
ら
誇
り
に
思
え
ま
し
た
ね
﹂︵
永
野
︶

　

二
人
は﹁
さ
が
ん
ル
ビ
ー
﹂の
未
分
化
の
細
胞
に

関
す
る
研
究
に
よ
っ
て
日
本
植
物
学
会
で
の
研
究

発
表
を
行
う
な
ど
︑佐
賀
大
学
で
本
格
的
な
学
術

研
究
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒
そ
し
て
︑こ
う
し

た
研
究
活
動
の
成
果
を﹁
さ
が
ん
ル
ビ
ー
﹂の
普
及

活
動
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
力
強
く
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
︒ 唐津東高等学校

科学部の挑戦！

科学部には、工学分野はもちろんのこと生
物学の分野に興味・関心の高い生徒も多く
在籍しています。江口さんと永野さんも佐
賀大学農学部の見学を通して、本当にやり
たいことを見つけたようでした。そこで私
は高大連携の仕組みで二人が大学との共同
研究に取り組めるような環境を整えました。
でも、大きな成果を上げることができた原
動力は、なんといっても本人たちのやる気
と情熱。製品化のプロセスを通して多くの
ことを学び、人間として成長した二人の今
後に教員として期待しています。

佐賀県立唐津東高等学校・
中学校教諭（理科）  科学部顧問　
山口 明徳（やまぐち  あきのり）先生

二人の
「やる気」を
応援したい

佐賀大学

海浜館

唐津東高校

サイダー

友舛飲料

リップクリーム

アルデバラン

サポーター

OB

クラウドファンディング
（FAAVO）

JCC
（ジャパン・コスメティックセンター）

企画
研究
発表

Ｊ
Ｒ
Ｃ
加
盟
校

地域の特産品「さがんルビー」を
使って製品化したリップクリー
ム（左上）とサイダー（中央）。
キャラクターのマスコット（右上）
もできました。

地域や企業・団体が唐津東高校の取り組みを支援

製品を製造・販売するに
は地域や企業・団体の協
力が不可欠。研究開発は佐
賀大学農学部、製造は友舛
飲料、アルデバラン、JCC
の協力を得た。資金調達は
海浜館を介して、クラウド
ファンディングを運営す
るFAAVOで行った。

「水ロケット」「缶サッ
ト（空き缶サイズの模
擬人工衛星）」などの全
国大会や国際大会で目
覚ましい成績をあげて
いる科学部（上）。右の
写真はモデルロケット
全国大会での様子。

「さがんルビー」の
研究を繰り返す
（上）。佐賀大学メ
ンバーと打ち合わ
せ（下）。
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女優　

初
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
で

女
優
と
し
て
の
や
り
が
い
を
み
つ
け
た

　

母
の
実
家
は
岩
手
県
大
船
渡
市
︒
生
ま
れ
も
育
ち

も
東
京
の
私
に
と
っ
て
︑自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
優
し

い
祖
父
母
が
い
る
大
船
渡
は 

〝
ふ
る
さ
と
〟
と
い

え
る
場
所
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒

　

私
が
女
優
と
い
う
仕
事
を
し
て
い
る
の
も
︑若
い

頃
に
俳
優
志
望
だ
っ
た
祖
父
の
熱
心
な
勧
め
が
あ
っ

た
か
ら
︒
と
は
い
え
13
歳
で
女
優
デ
ビ
ュ
ー
を
し
た

後
も
︑仕
事
は
ほ
と
ん
ど
数
年
に
一
度
の
映
画
出
演

だ
け
な
の
で
︑公
立
の
中
学
か
ら
高
校
と
ご
く
普
通

に
学
校
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
︒

　

転
機
は
高
校
卒
業
後
︑語
学
留
学
し
た
こ
と
で
し

た
︒
こ
の
ま
ま
女
優
を
続
け
る
か
ど
う
か
の
迷
い
も

あ
り
ま
し
た
し
︑何
を
す
る
に
せ
よ
︑ま
ず
英
語
を

し
っ
か
り
身
に
つ
け
た
か
っ
た
︒
そ
こ
で
映
画
出
演

な
ど
で
コ
ツ
コ
ツ
貯
め
た
お
金
を
使
っ
て
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
渡
り
ま
し
た
︒

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
過
ご
し
た
の
は
1
年
に
満
た

な
い
期
間
で
す
が
︑一
気
に
視
野
が
広
が
っ
た
感
じ

で
す
︒
た
と
え
ば
ス
ト
リ
ー
ト
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

し
て
い
る
若
者
の
レ
ベ
ル
が
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど

高
か
っ
た
︒
た
く
さ
ん
の
才
能
あ
る
若
者
が
自
分
の

信
じ
た
道
に
向
か
っ
て
真
剣
に
取
り
組
む
姿
を
見

て
い
る
う
ち
に
︑私
も
演
技
の
仕
事
に
も
っ
と
も
っ

と
集
中
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
︒
女
優
が
私
の
人
生
に
と
っ
て
か
け
が

え
の
な
い
職
業
と
な
っ
た
の
も
︑こ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
の
体
験
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
す
︒

　

だ
か
ら
若
い
人
に
は
︑積
極
的
に
海
外
に
出
て
見

聞
を
広
め
て
ほ
し
い
で
す
ね
︒
百
聞
は
一
見
に
し
か

ず
︒
自
分
の
目
で
直
接
見
て
こ
そ
︑ホ
ン
モ
ノ
や
世

界
の
広
さ
が
わ
か
る
と
思
う
か
ら
︒

東
日
本
大
震
災
で
祖
母
が
被
災

テ
レ
ビ
の
力
を
実
感

　
私
が
女
優
の
仕
事
を
す
る
こ
と
を
と
て
も
喜
ん

で
く
れ
た
祖
父
は
︑２
０
１
０
年
に
亡
く
な
り
ま
し

た
︒
一
人
暮
ら
し
に
な
っ
た
祖
母
も
介
護
が
必
要

で
︑私
は
ロ
ケ
の
合
間
や
休
み
を
利
用
し
て
た
び
た

び
大
船
渡
を
訪
れ
て
い
ま
し
た
︒
実
は
︑東
日
本
大

震
災
の
2
日
前
︑２
０
１
１
年
３
月
９
日
ま
で
祖
母

と
一
緒
に
大
船
渡
に
い
た
の
で
す
︒

　

３
・
11
直
後
は
祖
母
と
連
絡
が
取
れ
ず
︑と
て
も

不
安
で
し
た
︒
1
週
間
ほ
ど
し
て
な
ん
と
か
現
地
に

入
る
こ
と
が
で
き
︑祖
母
の
無
事
を
確
認
︒
家
の
前

に
は
津
波
で
運
ば
れ
た
瓦
礫
が
押
し
寄
せ
︑言
葉
が

出
な
い
ほ
ど
の
大
き
な
衝
撃
を
う
け
ま
し
た
︒

　

当
時
私
は
N
H
K
の
朝
ド
ラ﹃
お
ひ
さ
ま
﹄に
出

演
中
で
︑そ
の
後
も
何
度
か
大
船
渡
を
訪
れ
る
と
︑

被
災
し
た
方
々
が
私
の
姿
を
ド
ラ
マ
で
見
て﹁
毎

日
︑励
ま
さ
れ
て
い
る
﹂と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ

た
の
で
す
︒
タ
イ
ト
ル
通
り
︑ド
ラ
マ
が
被
災
者
の

方
々
の
心
を
照
ら
す
〝
お
ひ
さ
ま
〟
に
な
っ
て
い

た
ん
で
す
ね
︒
こ
の
と
き﹁
テ
レ
ビ
の
力
っ
て
す
ご

い
﹂と
つ
く
づ
く
実
感
し
ま
し
た
︒
私
の
よ
う
な
人

間
で
も
︑テ
レ
ビ
の
力
を
借
り
て
多
く
の
人
に
勇
気

や
元
気
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る…

︒
そ
れ
ま
で
は

映
画
を
中
心
に
活
動
し
て
き
た
の
で
す
が
︑震
災
を

き
っ
か
け
に
テ
レ
ビ
の
お
仕
事
に
よ
り
積
極
的
に

取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

記
憶
す
る
こ
と
と
知
る
こ
と
の
大
切
さ…

…

防
災
教
育
に
役
立
て
る
こ
と
の
喜
び

　

大
船
渡
に
は
何
度
も
足
を
運
び
︑個
人
と
し
て
復

興
の
お
手
伝
い
を
し
て
き
ま
し
た
︒
衣
食
住
の
面
で

の
不
自
由
が
解
消
さ
れ
は
じ
め
た
後
に
は
︑被
災
者

の
皆
さ
ん
に
生
活
の
楽
し
み
を
提
供
で
き
な
い
か

と
︑知
人
と
協
力
し
て
雑
貨
や
手
作
り
の
ロ
ウ
ソ
ク

を
扱
う
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
開
催
し
ま
し
た
ね
︒

　

そ
し
て
２
～
３
年
が
過
ぎ
︑あ
れ
ほ
ど
全
国
に
衝

撃
を
与
え
た
東
日
本
大
震
災
で
さ
え
︑当
時
と
比
べ

る
と
人
々
の
記
憶
が
薄
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
始

め
た
頃
︑﹁
女
優
と
い
う
仕
事
を
通
し
て
︑こ
れ
ま
で

と
は
違
う
貢
献
が
で
き
な
い
か
﹂と
い
う
思
い
が
湧

き
あ
が
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

　

そ
ん
な
と
き
︑日
本
赤
十
字
社
さ
ん
か
ら﹁
防
災

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂の
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
お
話
を
い

た
だ
い
た
の
で
す
︒﹁
こ
れ
だ
！
﹂と
思
い
ま
し
た
︒

防
災
に
つ
い
て
の
知
識
を
ま
と
め
て
︑未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
防
災
教
育
に
役
立
て
る
と
い
う
事

業
目
的
が
素
晴
ら
し
い
︒
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
役
を
や
ら

せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
︑私
自
身
も
多
く
の
こ
と
を

学
び
ま
し
た
︒

　
﹁
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂の
ビ
デ
オ
収
録
に
あ

た
っ
て
気
を
つ
け
た
の
は
︑小
・
中
学
生
︑高
校
生

の
方
々
に
あ
ま
り
怖
い
印
象
を
与
え
な
い
よ
う
に

と
い
う
こ
と
︒
防
災
知
識
は
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
伝

え
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
︑し
っ
か
り
情
報
を

伝
え
る
た
め
に
は
怯
え
さ
せ
て
は
ダ
メ
︒
十
分
気
を

つ
け
た
つ
も
り
な
の
で
す
が
︑実
際
に
ご
覧
に
な
っ

た
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ
感
想
を
う
か
が
っ
て
み
た
い
で

す
ね
︒

　

私
は
日
赤
が
海
外
で
取
り
組
ん
で
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
国
際
援
助
事
業
に
も
関
心
が
あ
り
ま
す
︒
今
後

も
協
力
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
︑ぜ
ひ
お
手
伝
い
し

た
い
︒
世
界
の
ど
こ
で
も
う
か
が
い
ま
す︵
笑
︶︒

伊藤 歩

SPECIAL INTERVIEW

伊藤 歩  Ito Ayumi
1980年東京都生まれ。13歳の時に大林宣彦監督の作品
でスクリーンデビュー。1997年『スワロウテイル』（岩井
俊二監督）で第20回日本アカデミー賞新人俳優賞、優秀
助演女優賞を受賞。現在は、映画、TVドラマ、舞台、CM
と幅広く活躍中。

全
国
の
小
・
中
・
高
等
学
校
の
授
業
な
ど
で
活
用
さ
れ
て
い
る
青
少
年
赤
十
字
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

﹁
ま
も
る
い
の
ち 

ひ
ろ
め
る
ぼ
う
さ
い
﹂︒
伊
藤
歩
さ
ん
は
︑そ
の
映
像
教
材
に
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
し
て

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
池
上
彰
さ
ん
と
と
も
に
出
演
さ
れ
て
い
ま
す
︒

東
日
本
大
震
災
直
後
か
ら
︑第
二
の 〝
ふ
る
さ
と
〟岩
手
・
大
船
渡
で
個
人
と
し
て
支
援
活
動
を
さ
れ

て
い
た
と
い
う
伊
藤
さ
ん
に
︑女
優
と
い
う
お
仕
事
と
防
災
へ
の
思
い
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
︒

「まもるいのち  ひろめるぼうさい」撮影の様子

ナビゲーション役をモニターでチェック

Junior Red Cross 2017Information
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日本縦断活動紹介

Junior Red Cross 2017Information

各ブロックの取り組み×おすすめの観光名所

日本縦断活動紹介

　都和南小学校では、青少年赤十字国際交流事業の一環として、
パキスタン赤新月社の JRC メンバー２人を招いて救急法講習会
を実施しました。日本人より大人っぽく見えるパキスタンの 15
歳のお兄さんと 17 歳のお姉さんと、5 年生 25 名との交流活動を
行ったのですが、はじめは児童たちも緊張した様子でした。しか

し、パキスタンの言葉であいさつを教えてもらい、握手を交わす
うちに緊張も解け、和やかな雰囲気になりました。
　日本赤十字社の指導員の方からは、三角巾（バンダナ）包帯法な
どの救急法を教えていただきました。すぐに手当てをすることの
重要性について説明を聞いた後、2 人 1 組となり、手の甲や指をけ
がした場合の処置の練習を行いました。バンダナと悪戦苦闘をし
ていると、指導員の方が手を取ってわかりやすくお手本を見せて
くださり、技術の習得はもちろんのこと、友だちとお互いに手当
てをし合うことで相手を思いやる気持ちや命を大切にしようと
する気持ちが高まり、素晴らしい経験になりました。
　「夢は、たくさんの人を救う医師になること。そのために医学
の勉強をしています」と話してくれたパキスタンの 17 歳のメン
バー。都和南小の 5 年生に「人のために生きる」という大きな価値
を教えてくれました。

　平成 15 年の開園と同時に「子ども赤十字」加盟園として歩み始
めたみつは会は、赤十字の奉仕と博愛の精神を園の教育・保育の
真髄とし、さまざまな活動を行っています。
　毎月 10 日を赤十字の日とし、子ども赤十字の年間指導計画に
基づいて、主に一学期には「健康」、二学期には「奉仕」、三学期に
は「国際理解」を深め、子どもたちの心に思いやりやいたわりの心
が芽生えること、心で感じ考えることを大切にしながら子どもた
ちの大切な命を育んでいます。
　そのような中、日本赤十字社より幼児教育施設として全国初の

「防災教育モデル園」の指定をいただきました。
　防災をクローズアップし、園を挙げて取り組む機会をいただけ
たことは、園にとっても子どもたちにとっても非常に貴重なもの
になりました。未曾有の被害をもたらした東日本大震災などを体
験し、家族や友だちが一緒にいられることがどれほど嬉しいこと
か、住む家があることがどんなにありがたいことかなどを改めて
感じ、今ここに命があることの幸せや、自分の存在を大切に思う
自己肯定感を育んでいきたいと考えました。
　園の取り組みとしては、「防災教育年間計画」に基づいて活動を
展開してきました。これらを園の活動の指針とするとともに、毎
月「赤十字だより」を保護者と共有することで家庭でも防災につ
いて考えてもらう機会としています。
　幼児教育の世界では「非認知能力」という言葉が頻繁に取りあ
げられます。幼児期に大切なのは、自ら感じ、考えて行動できる
肉体的、精神的健康であり、それらを十分に発揮できる場が確保
されることが、その後の学力や生きる力にも深く関連すると言わ
れています。それらは正に青少年赤十字の態度目標である「気づ
き、考え、実行する」と合致するところです。
　これからも、赤十字活動を通してさまざまな学びを得て、明日
を担う子どもたちの健全育成を進めていきます。

　本校は、岐阜県土岐市（東濃西部）の山間部に位置しています。
自然豊かな恵まれた学習環境にありますが、一方で、非常変災時
には孤立しやすいという課題も抱えています。
　そこで、本校では「子どもたちの命を守る」ことを学校教育目標
の中核に位置づけ、平成 26 年度から、児童生徒自らが自分の命を
守るための力を育成することに取り組んでいます。

「防災・減災教育の取り組み」

　本校オリジナルの防災教育プログラムを作成するに当たって、
「非常変災時に必要になる力」、「付けておきたい力」について精選

し、小学部から高等部までの学年ごとの段階表にまとめまし

た。こうすることで防災・減災に関する各学習が段階的・系統的
に行えるようになりました。
　また、災害を想定した各訓練では、設定を具体的にしたり、継
続的に行ったりすることで適応力や判断力の向上が見られまし
た。今年度は、実際の災害時に近い形で１日を通した訓練「命を
守る総合防災訓練」を行いました。校内外の専門家による防災・
減災授業、地震を想定した安全確保訓練、備蓄食の試食、引き渡
し訓練、留め置き訓練などの実践的な訓練の中で、児童・生徒、
職員全員が災害時に取るべき行動について真剣に考えることが
できました。
　こうした防災・減災学習に加え、児童・生徒は、他者との関わ
りを通した学びも経験してきました。東日本大震災の被災地でボ
ランティア活動を実施した際には、活動を通して関わった方々か
ら話を聞いたり、想像を絶する景色を目の当たりにしたりしたこ
とで、「自分の命を守ろう」「全力で生きよう」と生徒自身が身を
もって感じることができました。
　このような取り組みを通して、児童生徒一人ひとりが「生きる」
ことと向き合いながら、毎日を生き生きと過ごしています。

みどりのかぜエデュカーレ
（社会福祉法人 みつは会）

田頭 初美 理事長

久保田 和美 先生

佐藤 真保 先生

筑波山：標高877mとお手軽です
が、わき水が出ていたり、不思議な
形の岩があったり、変化に富んだ
楽しい山です。頂上では、夏は冷た
いかき氷、冬は暖かいラーメンが
味わえます！

土浦市立都和南小学校

岐阜県立東濃特別支援学校

全国の J R C 加盟校の中から、最新の取り組みをご紹介します。J R C を積極
的に活用し、児童・生徒の温かな心を育んでいる６つの取り組みをヒント
に、日ごろの J R C 活動や学校生活をますます充実させてください！

パキスタン赤新月社メンバーとの
救急法を通じた交流活動

防災教育モデル事業指定を受けて

青森県
AOMORI

茨城県
IBARAKI

岐阜県
GIFU

臨済宗南禅寺派 虎渓山永保寺、土
岐プレミアム・アウトレットや、
瑞浪市化石博物館（化石発掘体験
有）があります。

八食センター：さまざまな魚介や
加工品があり、飽きることなく買
い物ができます。新鮮な魚介類を
使った食事も魅力です。

各ブロックの取り組み   ×    おすすめの観光名所

おすすめ 観光名所

おすすめ 観光名所

おすすめ 観光名所

青森県

茨城県

岐阜県

沖縄県

山口県

和歌山県

瑞浪市化石博物館
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　大新小学校の朝は、リーダーの育成と仲間意識の高まりをめざ
す全校縦割り活動の「なかよしマラソン」で始まります。８グルー
プの各担当教員がグループ内の児童の健康チェックを行い、６年
生のリーダーを先頭に音楽に合わせて歩きはじめます。音楽が変
わると１年生のペースを考えながらジョギングで走り、さらに
アップテンポの曲に変わると自分のペースで最後まで走ります。
雨の日や運動場の状態が良くない日は、マラソンができないた

め、校舎内で「なかよし遊び」を行います。１年生から６年生まで
みんなが楽しくできる遊びをリーダーたちは考え、時には相談し
ながら仲間意識を高めています。
　また、学年ごとに分かれて分担区域の清掃も行っています。６
年生は、校舎内だけでなく、隣接する大新公園のサクラ道の清掃
も行い、地域の方々に喜んでいただいています。朝の会では必ず
青少年赤十字の誓いの斉唱から始まり、青少年赤十字の一員であ
ることを確認しています。
　本校の６年生は、下級生のお世話を一生懸命にします。やさし
くされた下級生は、必ずやさしい上級生になります。下級生に
とって６年生はあこがれの存在であり、自分たちもやがてはそん
な６年生になりたいと考えるようになります。これが大新小学校
の伝統となっていて、その基礎になっているのが青少年赤十字活
動なのです。

　本校は JRC の活動を部活動として行っています。主に、日本赤
十字社沖縄県支部の JRC 高校協議会の活動や活動後の壁新聞作
成を行い、現在は防災マップの作成に取り組んでいます。
　部員たちは、｢まずは、ボランティア活動を楽しむ｣ということ
をモットーに活動しており、元気で賑やかで、いつも笑いが絶え
ません。
　しかし、さまざまな活動を行うなかで失敗することもありまし
た。アイデアは豊富なのですが、実行に移すとうまくいかないこ
とが何度かあったため、実行した後は必ず振り返りを行うように
したところ、“伝える難しさ”が課題として挙がりました。シミュ
レーションをしたり、司会のシナリオを作成したりと、部員たち
が試行錯誤を繰り返すなかで考案したのが、寸劇を用いて発表を
行うことでした。これは、県外で開催されたJRC の研修に参加し
た際に、他県の先生方からトレセン（青少年赤十字リーダーシッ
プ・トレーニング・センター）のまとめなどで HR ごとに寸劇を
行っているという話を伺ったことがきっかけです。
　県内で開催しているトレセンの最終日のワークショップ発表
を、「寸劇でわかりやすくしよう」と部員たちに持ちかけたところ、
初めのころは恥ずかしがっていましたが、徐々にさまざまな案が
出るようになり、上達してきています。また、県内の青少年赤十
字大会でも、寸劇で活動優秀校としての活動発表を行いました。
　まだまだ完成度は低いのですが、次の一歩を踏み出すことがで
きました。
　この場を借りて、ご指導して下さった指導者協議会の先生方、
赤十字関係者の皆さんにお礼申し上げます。

　私は、スタセンのワークショップで｢世界の紛争について劇を
行う｣を目標にしましたが、残念ながら実行できませんでした。
しかし今回、青少年赤十字大会の発表の場で部活の活動報告を寸
劇で行うことができました。みんなで作り上げた寸劇をたくさん
の方々に見てもらい、これまでやってきたさまざまな活動を知っ
てもらうことができました。これまで積み重ねてきた練習のおか
げで、成功させることができたのだと思います。今後も、絆を大
事にしてさまざまな活動をがんばっていきたいです。

　スタセンで考えていた寸劇を、青少年赤十字大会で本校の活動
報告として行いました。観客の皆さんも、フォークダンスのシー
ンで手拍子を合わせてくれるなど、楽しんで見てくださいまし
た。寸劇は、楽しく聞くことができ、内容も読み取りやすいので、
これからも挑戦してみたいと思いました。

　本校では、生徒会活動の一環として、地域のさまざまな行事に
お手伝いとして参加する「大殿地域に貢献し隊」（OTK）活動に取
り組んでいます。メンバーは固定されておらず、行事ごとに希望
者を募って行う OTK 活動を通し、JRC の実践目標のひとつである

「奉仕」に、積極的に取り組んでいます。
　具体的には、地域の体育行事や敬老会などの運営補助や、小学
生の夏休みの宿題のお手伝いなどに取り組んでいます。また、校
区内には歴史的な建造物が多く、伝統的なお祭りなども行われて
おり、そうした地域行事にも積極的に参加しています。

　実際の活動では、地域の方々が先生役になります。そうした交
流のなかで、行事の運営や地域に関する知識だけでなく、コミュ
ニケーション能力や積極性、協調性などさまざまなことを吸収し
ています。学校では遠慮がちな生徒も、OTK では活動的な姿を見
せています。　　　
　また、地域の方々から感謝の言葉をいただくことで、自己有用感
や達成感などを味わうこともできているようです。このような機
会を提供してくださる地域の皆さまには本当に感謝しています。
　今後の課題としては、いかに主体性を持って行事に参加するか
という点が挙げられます。「参加者」という意識から一歩踏み出
し、地域の特徴や長所などを把握し、自分たちの考えやアイデア
で地域に還元できるようになること。そうした活動の過程こそが
JRC の態度目標である「気づき、考え、実行する」を体現すること
ではないかと考えます。
　OTK での経験を経て、やがて彼らが地域づくりの「参加者」から

「当事者」となることを願っています。

和歌山市立大新小学校
松田 晃 校長

山口市立大殿中学校
林 直幸 先生

沖縄県立那覇商業高等学校
宮城 政美 先生 大新小学校における青少年赤十字活動について
スタセン※で考えた企画を実行！寸劇で掴んだ仲間との絆

地域とともに―OTK大殿地域に貢献し隊―

山口県
YAMAGUCHI

沖縄県
OKINAWA 和歌山県

WAKAYAMA

ユネスコ世界遺産にも登録されて
いる高野山や那智の滝、紀州徳川
家 の 居 城 で あ る 和 歌 山 城 な ど、
じっくりと観光できるスポットが
たくさんあります。

琉球ガラス村：沖縄の観光品の琉
球ガラスを作る体験ができます。
また、青の洞窟は、光の反射で海水
が青く映って見えてきれいな場所
です。

下関市の「角島」：全国的にも海が
きれいな名所で有名で、CMなどで
も起用されているスポットです。

那覇商業高等学校 2 年　
玉城 瀬梨奈

那覇商業高等学校 2 年　
鹿川 鈴葉

おすすめ 観光名所

おすすめ 観光名所

おすすめ 観光名所

　玉城さんは、自分が目にしたもの、抱いた想いを地元に
帰ってから実行できるよう演劇を企画しました。活動で大
切なことは必要性を感じることだとスタセンで学んだよう
です。指導者として、彼女たちのその後の活動を聞くと自分
も負けていられないなと思います。

愛知県立瀬戸北総合高等学校　

花巻東高等学校　

　鹿川さんは、演劇で世界の現状や人道についてみんなに
知ってもらいたいと企画を考えていました。実際に実行す
る場面を一つひとつイメージしながら、5W1H を丁寧に考え
ていたことが印象に残っています。失敗を恐れずに、自分の
伝えたいことを思い切り表現して欲しいです。

今井 伸哉 先生

伊藤 亮 先生

※「青少年赤十字スタディー・センター」の略

企画を成功させた2人の感想

スタセンで2人を指導した先生からのメッセージ

高野山真言宗総本山金剛峯寺
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　　「学習まんが  歴史で感動！」シリーズは、「感動」をキー

ワードに日本と外国の友好のエピソードを取り上げるシ

リーズです。シリーズ２巻目となる本書では、日本とポーラ

ンドの知られざる歴史秘話を描きました。

　舞台は今からおよそ 95 年前のシベリアから始まります。

当時シベリアには、戦争やロシア革命により始まった内戦か

ら逃げてきたポーランド人が、10 万人以上いたといわれてい

ます。難民と化した彼らは、極寒のシベリアで飢餓や疾病に

より、次々と命を落としていきました。なかには、母に抱き

ついたまま凍死した幼子もいたといいます。この悲劇を食い

止めようと立ち上がったのが、外務省の要請を受けた日本赤

十字社でした。

　日本赤十字社は 1920（大正９）年と 1922（大正 11）年にかけ

て、ポーランド孤児 765 人を日本に迎えました。もちろん、救

助には多額の費用と手間がかかりましたが、当時の日本人

は、子どもたちをわが子のように温かくもてなしたといいま

す。そして、ポーランド孤児たちはその感激を忘れず、帰国

後も日本への友情を持ち続けたのです。

　人びとの「善意の心」から生まれた知られざるポーランド

との友情。日本人であることに誇りを持てる、そんな心温ま

る物語です。

ポプラ社 編集担当   大塚  訓章

ポーランド孤児を救った

著者
企画・構成・監修　加来 耕三
原作　水谷 俊樹
作画　北神 諒

出版社：ポプラ社

発行年：2016年11月

　赤十字の精神に基づき、世界の平和と人類の福
祉に貢献できる人間に成長してほしいという願い
から、赤十字社連盟（現在の国際赤十字・赤新月社
連盟）は1922年に青少年赤十字を創設することを
決めました。日本の青少年赤十字は、1922年に滋
賀県の守山尋常高等小学校（現在の守山市立守山小
学校）に誕生した「少年赤十字」から数えて90年以
上の長い歴史をもっています。

　第一次世界大戦のとき、カナダ、アメリカ、オース
トラリア、イタリアの学校の生徒と先生は、戦争で
苦しむヨーロッパの人々をなぐさめ励ますため、手
紙やプレゼントなどを赤十字を通じて届けました。
　これがきっかけとなり、青少年赤十字が誕生する
こととなります。

人道的な価値観を世界の子どもたちへ子どもたちの「気づき」をきっかけに

赤十字を教材に、「生きる力」を育てる
　青少年赤十字の活動は、子どもたちの思考力・判断力・
表現力を養うとともに、コミュニケーション能力や言語活
動の充実を期待できます。
　赤十字には、人間の命と健康、尊厳を守るために世界中
で活動する中で得た経験やネットワークなどがあります。
赤十字そのものを「教材」として、存分にご活用ください。

全国47都道府県のすべてにある日本赤十字社の支部が、教育現場での青少年赤十字活動を、
ご要望に応じてきめ細かくサポートします。加盟登録の方法や、各種教材の貸出し、講師の
派遣などに関する詳細をご希望の場合は、お近くの支部の青少年赤十字担当者へお気軽に
お問い合わせください！

『青少年赤十字指導情報』は、日本赤十字社のホームページからダウンロードすることもできます。
http://www.jrc.or.jp/activity/youth/document/

青少年赤十字が
大切にしていること

はじまり

青少年赤十字の導入・
活用のメリット

加盟校数 1万 3,654 校 メンバー数  326 万 9,493人

加盟校数・メンバー数ともに2016年3月現在

広く世界の青少年を知り、仲良く
助け合う精神を養う

人間として社会のため、人のために
尽くす責任を自覚し、実行する

生命と健康を大切にする

態度目標実践目標

健康・安全

奉仕

国際理解・親善
活動に取り組み、評価と反省を
次へ活かす

問題解決のための道筋や
方法を探る

身近な問題を発見する
気づき

考え

実行する

日本赤十字社（都道府県名）支部

青少年赤十字の 青少年赤十字の

青少年赤十字の目的やメ
リットを詳しく紹介してい
るパンフレット。
（日本赤十字社静岡県支部の例）

日本赤十字社

検  索
〈表紙協力〉

〈青少年赤十字（JRC）とは〉

学習まんが   歴史で感動！

　近年、国内外では地震をはじめ、大規模な災害
が継続的に発生しており、防災教育への関心も
高まっております。平成28年1月に国内の小学
校から高等学校を対象に実施した青少年赤十字
防災教育プログラム「まもるいのち ひろめるぼ
うさい」のアンケートによると、既に21％の学
校で同教材を授業で活用したことが判明しまし
た。現在は、幼稚園や小学校低学年向けの防災
ゲームの開発を進めています。読者の皆さまの
ご意見も積極的に取り入れたいと思いますの
で、お気づきの点があればご指摘ください。

編集担当者から
青少年赤十字指導情報
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JRC 加盟校
佐賀県立唐津東高校 科学部の皆さん




